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タイトル
• クラウドになっても不変のアーキテクチャの原則

• 哲学と呼べる信念の確立
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アジェンダ

• アーキテクチャ先行定義の原則
‒ データ類型化とデータアーキテクチャ
‒ ドメインモデルとアプリケーションアーキテクチャ

• 抽象化
‒ マルチパラダイムの進化
‒ モデル要素の分割と複合化
‒ パラダイムの選択：設計モデル要素、チームモデル
、分析アプローチ、計算モデルなど

• 意思決定プロセス
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アーキテクチャ実現プロセス
Architecture-driven（解決駆動）

モデリング
（論理コンポーネント）

マッピング、設計

アーキテクチャ設計

実装

（物理コンポーネント）

•プラットフォーム
•フレームワーク
•データモデル
•トランザクションモデル
•セキュリティ
•スケーラビリティ
•可用性
•運用管理
•保守性
•再利用性
•...

•機能要件と非機能要件の分離、複
合化による検証
•Architectural patterns を使ったマッ
ピング
•設計時での tradeoff の解決

構造、振舞い (DOA, OOAD) 構造、振舞い (patterns, architecture)

配置
（物理 tier）
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マスターデータ

データ
ウェアハウス/データマート

トランザクション
データ

トランザクション
データ

ETL

ＡＰ１

ＡＰ２

ＡＰ３

ＡＰ４

トランザクションデータ集計
計画系、在庫、サマリー

参照のみ AP： rich client、Web page、
business logic、service
provider、Azure Web role など
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アーキテクチャの原則（１）

• Entity* Relationship

‒ データ項目を先行して発見し、業務の意味的グループ

から Entity の粒度と Relationship を同時に決定

• 意味的なグループは他との相対的関係からしか決まらない

• Relationship は関数従属性、ビジネスから決まる

‒ Entity はアプリケーションから独立して、先行して定義（

データアーキテクチャ）

‒ アプリケーションが Entity 間の関係を決める
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アーキテクチャの原則（２）

• ドメインモデル

‒ アプリケーションの設計モデルはデータモデルから

独立して定義

‒ ビジネスモデルをそのまま反映： ドメインモデル（

POJO/POCO、naked object、Qi4j、DCI

Architecture …）

‒ アプリケーションの設計モデルのコアはユースケ

ースに独立して、先行して定義
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縦と横の構造の原則
アーキテクチャ

• 縦の構造（資産）
‒ 安定した保守管理可能な構造： 非
冗長化、複雑さと変化のカプセル化

‒ OO パラダイム （継承と委譲による
複合化）

‒ “Why”に基づくアーキテクチャ
‒ 拡張点と拡張性（variability pointと
variant）

‒ 可変性には binding-time の仕様化

• 横の構造（要求）
‒ 横断的関心（ユースケース、SOA サ
ービス、非機能要求、特性）

‒ 可変性
‒ アスペクト指向パラダイム

レイヤ 1

レイヤ 2

レイヤ 3

レイヤ 4

縦の構造
A

縦の構造
D

縦の構造
C

縦の構造
B
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コー
ド

デー
タ

デー
タ

クラ
ス

メッ
セー
ジ

サー
ビス

コー
ドコード

メタ
データ

インター
フェイス

リソース

ソフトウェア開発パラダイム
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�ユースケース
�シナリオ
�ビジネス ゴー
ルと目的

�ビジネス エン
ティティと関係

�ビジネス プロ
セス
�サービス分割

�サービス配布
�QOS 戦略

�ワークフロー
モデル
�役割定義

�メッセージ ス
キーマ
�文書仕様

�サービス相互
作用
�サービス定義
�オブジェクト モ
デル

�論理サーバタ
イプ
�サービス マッ
ピング

�データベース
スキーマ
�データアクセ
ス戦略

�詳細設計
�インフラ技術
依存設計

�物理サーバ
�導入済みソフ
トウェア
�ネットワーク レ
イアウト

概念

論理

ビジネス 情報 アプリケーション インフラ

物理

Viewpoints に依存するモデルViewpoints に依存するモデル
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Software Artifact（モデル）
分類、分割し複合化

実装非依存モデル 実装依存モデル コード

モデル要素

• クラス、インターフェイス

• コンポーネント

• サービス

• ビジネスルール

• ロール

• フィーチャ、アスペクト

• モジュール

• エンティティ

• プロセス

• パターン

• アーキテクチャ...
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マルチパラダイム
• Procedural

• OO

• Aspect

• Component（CbD）

• SOA

• WOA

• Declarative

• Functional

• Concurrent

• Model-driven

• …
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• 要求（テスト）の変更
‒ ユースケースはクラスとは散

乱ともつれ合いの関係

‒ ユースケース単位のモジュ

ール化（同時更新）技術

オブジェクト指向パラダイム
散乱ともつれ合い

クラス3クラス2クラス1

ユースケース A

ユースケース B

責務

散乱
（scattered）

もつれ合い
（tangled）

z 要求を関心ととらえると関心の分離
の原則に帰着
- 要求同士の重複、矛盾、依存関
係があり、関心の分離が困難

- 既存の OOP での実装が困難：
関心はクラスより大きく、クラスよ
り小さい

z 可変性の決定時期； バインディング
タイム

要求は各クラスのロールの
協調
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makeReservation( )

ReservaRoomHandler

<<aspect>>
ReserveRoom

updateAvailability( )

Room

ReserveRoom

<<use case slice>>
ReserveRoom

ドメイン層

ロジック層

設計モデル要素構造

ユースケーススライス

アスペクト指向パラダイム
可変性単位-ユースケーススライス
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サブジェクト指向パラダイム
Customer
Customer(String)
setName(String)
String getName()

Video
Video(String, int)
setTitle(String)
String getTitle()
setPrice(int)
int getPrice()

Videoshop
Videoshop()
Video[] setAllVideos()
addVideo(Video)
removeVideo(Video)
Customer[] getAllCustomers()
addCustomer(Customer)
removeCustomer(Customer)

Contract

Contract(Customer, Video)
setCustomer(Customer)
Customer getCustomer()
setVideo(Video)
Video getVideo()
addContract(Contract)
removeContract(Contract)
Contract[] getAllContracts()
boolean isRented()
int rents(Video[])

setExpired(boolean)
boolean getExpired()
boolean isRented()
returns(Video[])

int rents(Video[])

契約

契約保守

貸出保守
貸出

無効契約

貸出保守
返却

まとめ割引

貸
出

返
却

ま
と
め

割
引

ロール

サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
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ドメインドリブン設計

出典： Using ADO.NET Entity Framework in Domain-Driven Design: A Pattern Approach
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商品を検索する

商品管理
<<VarPoint>>

商品を注文する

注文状況を見る

売上を分析する

顧客管理
<<VarPoint>>

注文管理
<<VarPoint>>

データ分析
<<VarPoint>>

商品種別
<<Variant>>

決済方法
<<Variant>>

分析方法
<<Variant>>

顧客種別
<<Variant>>

Web 購入者

売上管理者

ユースケース

機能
(コンポーネント）

特性
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フィーチャ指向
ソフトウェアプロダクトライン



セル生産
アジャイルプロセス

XML, Projects,
Configs, Classes, 

Code

物理サーバと
ネットワーク セグメント

配置ユニット

ビジネス
能力（Capabilities）

論理データセンター
ホスト ソフトウェア

DB 定義
XML、プロジェクト、
コンフィグ、クラス、

コード

サービス
メッセージ、アプリケーション

エンドポイント
ビジネスのエンティティ、
オペレーション、ルール

WinOE
スケジュール & ルール

実装可能なビジネスの
プロセスとエンティティ

UI プロセス

ビジネスの
プロセスとエンティティ

手動プロセス

パッケージ化される 配置される

作業プロセス

担当者

資産、ツール

参照、利用

割り当て

成果物成果物

制約
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コンテキスト指向
4次元（method, target, source, context）

アクター

システム

環境

アクター

アクター

システム

環境

システム

環境

19(C) 2009 Microsoft Corporation. All Rights Reserved.



宣言型パラダイム（制約）
• 制約

1. 本人所有の場合に限り、住宅ローンを
借りられる

2. ローンの開始日付は終了日付より前で
なければならない

3. 所有者の SSN はユニーク
4. 新規ローンは債務者の収入が十分な場

合に限る
5. 新規ローンは住宅の価値が十分な場合

に限る
• OCL

context Mortgage 
inv: security.owner = borrower 
context Mortgage 
inv: startDate < endDate 
context Person 
inv: Person::allInstances()->isUnique(socSecNr) 
context Person::getMortgage(sum : Money, security : 

House) 
pre: self.mortgages.monthlyPayment->sum() <= 

self.salary * 0.30 
context Person::getMortgage(sum : Money, security : 

House) 
pre: security.value >= security.mortgages.principal-

>sum() 
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出典： http://www.cascading.org/
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パラダイムの途中変更は困難
選択と複合化

• Scale-up vs. Scale-out
• データモデル（Relational、XML、OO）
• 同期 vs. 非同期
• Domain model vs. transaction script
• OOAD vs./with AOSD
• EDA、ワークフローなどの導入
• ソフトウェアプロダクトライン vs. context-
ware ソフトウェア
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Domain Specific Paradigm

• パラダイムの選択はドメイン単位
• パラダイム適用はスナップショット
‒ 時代とともに選択は変わる
‒ 概念モデルの分類や体系化も同じ

• パラダイム変更は Agile では扱いにくい

• ドメインとパラダイム選択の洞察力
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目的

手段

目的

手段
原因

結果

原因
結果

結果

原因

目的

手段

ジレンマ

原因（問題の根源）
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意思決定プロセス


